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【問１】下図のように •が増えていく場合について、以下の問いに答えなさい。 

１番目 ２番目 ３番目

　　　　　　                                                                        

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!　!　!

 
 
（１）１０番目の •の総数を求めなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）１８世紀の数学者ガウスについて次のような逸話がある。ガウスが１０歳の頃、算数の

時間に「１から１００までの数字の和を求めなさい。」という問題がだされた。同級生が苦

労して計算している中、ガウスは答えをあっという間に出してしまった。先生がガウスに

どうして計算したのかを聞くと、ガウスは「１＋１００＝１０１，２＋９９＝１０１， 
  ３＋９８＝１０１，・・・，５０＋５１＝１０１となり、和が１０１となる組がちょうど５

０組あるわけだから答えがわかります。」というように答えたという。ガウスの考え方を参

考に、１００番目の の総数 S を、次のように考えてみた。 をうめなさい。 •
 

＋

　　　　　S=    1     +  2       + 3    +　!　!　! +98+99+100

　　　　　S=100     +99       +98   +  !　!　! +   3+  2+   1

　　 S＝ ＋ ＋　　　!　!　!　　　　　   ＋

　　 S＝101　%　

よって　S＝                    　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ｎ番目の •の総数 S をｎで表しなさい。 
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【問２】以下の問いに答えなさい。 

 図のように、 cmDAcmBCcmCD 8,16,54 ====AB の等脚台形 と、1辺が 20  ABCD cm

の正方形 がある。この台形が矢印の方向に秒速1 の速さで進んでいる。 PQRS cm
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（１） 台形 の面積を求めなさい。 ABCD
 

 

 

 

 

（２） 頂点 B が頂点 R と重なるときを 0 秒とし、頂点 が線分 と重なる時間をそれ DA, RS

ぞれ p 秒後， 秒後とする。q x 秒後の 2 つの図形の重なった部分の面積を と 
2ycm

するとき、次の（ⅰ）～（ⅲ）のそれぞれの場合について、 をy x の式で表しなさい。 

 

（ⅰ） 0    （ⅱ） p    （ⅲ） q  px ≦≦ qx ≦≦ 16≦≦ x
 

 

 

 

 

（３） のとき、160 ≦≦ x x と の関係を表すグラフを書きなさい。  y
    （グラフは定規等を用いる必要はない。） 
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【問３】以下の問いに答えなさい。 
（１）円に内接する四角形において、∠ x ＋∠ ＝１８０°となることを説明しなさい。ただ

し、点 O は円の中心である。 
y

x

y

o

 
 
（２）四角形 ABCD は円に内接している。点 A を通って対角線 BD に平行な直線と、線分 CD

をのばした直線との交点を E とする。次の問いに答えなさい。 
 （ⅰ）△ABC∽△EDA を証明しなさい。 
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 （ⅱ）AB＝８ｃｍ，BC＝１０ｃｍ，CD＝７ｃｍ，DA＝４ｃｍとする。対角線 AC，BD の

交点を F とするとき、
BD
BF

の値を求めなさい。 
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